
　区切りというものは，人間の気持ちや行動を変容する意味で大きなエネルギーをもって
いる．クリスマス，新年，卒業，様々な記念日や毎週末など枚挙に暇がない．人間は，あ
る時点を境に急に変わるものではないと思う反面，区切りをつけて新たに誓いを立て歩ん
でいくことを求めている．大人びた小学 6 年生がある日を境に初々しい中学生になり，す
べてを知った大学 4 年生が不安と希望に満ちた新入職員となる．脱皮後の不安定性とその
後の新たな成長の摂理は，人間にも十分に当てはまるようである．その意味から，理学療
法は，対象者の行動変容のきっかけになるためにどうしたらよいのだろうか，また，変容
した行動を維持することに貢献しているのだろうか．
　人間の営みや行動には，狭義の自然科学では十分に解明されていない部分や割り切れな
いものがある．他方，10 数年前のわずかな痕跡は，その遺伝子を通して明確に個人を特定
できることも事実である．ヒトの痛みとは，感覚であるのか情動であるのか，長い論争の
後に，現在の痛みの病態生理はこの双方を含めることで科学として対象者を捉える立場を
明確にした．
　動物には運動，感覚，自律神経があり，21 世紀の理学療法は，行動変容に資する感覚と
自律神経系を外部操作でいかに調節できるかが大きなテーマの 1 つであるように感じる．
行動を対象とするとき反射理論や動物モデルだけでは不十分であろうが，理学療法が解剖
学，生理学，運動学的な基盤を脆弱にしてはその本質を見失うことになる．動作を基軸と
して，機能障害を同定するとともに活動や参加の適応をはかる症候障害学的な臨床思考過
程を，科学的に論証し標準化することが大きな課題である．
　近年の交通事故死亡者数は減少を続けている一方で，自殺者は増え続けている．また，
飲酒事故は総数こそ減少しているが，本人や家族の悲痛な叫びは数で量られるものではな
い．政策や制度の効果判定は客観的な代表値であろうが，理学療法における効果判定はそ
れのみで十分であろうか．対象者の主観や満足感が重要であるとする意見を，十分に傾聴
して考慮する必要がある．
　私たちは理学療法を学び，理学療法士として職に就いているが，理学療法を保健制度の
枠組みで実施することと理学療法を応用できる領域とは同じではない．これはすべての職
業にいえることであろうが，職を通じて得た関係や役割，知識や技術を通じた可能性は自
己実現と社会貢献の過程で大きく広がっている．
　ものごとのバランスの重要性とともに，専門用語としてのバランスの意味を改めて噛み
締めている．
　科学技術の進歩は可能性の拡大であり，科学への挑戦は自身への挑戦でもある．“痛み
への挑戦 The challenge of pain”を著した Melzack R と Wall PD が，痛みは防衛反応である
という誤った概念を受けいれるべきでないとする Leriche R の言葉を引用したことが，今
も新鮮な輝きを放っている．

（内山　靖）
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